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平成３０年１１月２２日 

午後３時００分発表 

 
 

釣り中の死亡事故が急増！ 
 

 

釣り中の死亡事故の発生状況（速報） （平成３０年１月から１０月まで） 

 

☆ 死者は１１人〔前年比５人増〕です。うちライフジャケットの非着用は７人です。 

 

 

 

 

 

 

【発生場所別】 死者数 

磯場 ５（２） 

岸壁・護岸 ３（１） 

防波堤 ２（２） 

消波ブロック １（１） 

 

 事例としては、高知県高知市にて、夜間に男子高校生が友人と近くの漁港で釣りをしてい

たところ、外洋からの大きなうねりが漁港防波堤を越え高校生らを襲い、その結果男子高校

生が海中転落（ライフジャケット非着用）し、死亡しました。また、高知県宿毛市にて、渡

船で磯場に渡り釣りをしていた５０代男性が高波により海中転落（ライフジャケット着用）

し、死亡しました。 

 第五管区海上保安本部としては、９月から１１月の間、釣具店等での啓発活動や釣り人へ

の直接指導を強化する等の安全啓発活動を展開しています。 

【啓発事項】 

・「段差や滑りやすい場所に注意」 

・「危険な立入禁止区域に入らない」 

・「ライフジャケットの常時着用」 

・「連絡手段（防水パック入り携帯電話）の確保」 

・「複数名での行動の励行」  など 

 

【問合せ先】 

第五管区海上保安本部 

交通部安全対策課 電話 078-391-6551 

今年は海上保安制度創設70 周年！ 
第五管区海上保安本部 

（ ）は前年１月から１０月数値 

釣具店での啓発活動 直接指導 


